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Tokushima Prefectural Land Management Department

徳島県 トンネル長寿命化修繕計画
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１．長寿命化修繕計画の目的

徳島県は、県土の多くを山地が占めており、トンネルは本県の物流や交流に無

くてはならない重要な構造物として数多く設置されています。これらのトンネル

は、私たちの生活に密接に関わっており、貴重な財産となっております。

しかし、これらのトンネルは建

設されてからかなりの年数が経過

しており、県が管理するトンネル

９９トンネルのうち、建設後50年

を経過する高齢化トンネルは、２

２トンネルで全体の約２２％を占

めます。

また、20年後の203２年には、

この割合が5１トンネル（全体の約

5２％）を占め、急速に高齢化トン

ネルが増大し、今後修繕費が集中

的に必要になると予想されます。

(注)トンネル数・経過年は平成2４.１２現在

○道路ネットワークの安全性・信頼性の確保

・従来の『悪くなってから修繕する管理』から、『定期的に点検を実施し損傷

が小さいうちに計画的に修繕を行う管理』へ移行し、トンネルの長寿命化を図

るとともに県民の皆さんが生活する上で、大切な道路交通の安全や貴重な財産

を守っていくことを目的とします。

○コストの縮減、必要予算の平準化（平均化）

・長寿命化を行うことにより今後増大が見込まれるトンネルの修繕に要する経

費に対し、可能な限りのコスト縮減・必要予算の平準化（平均化）を行います。

（１）背景

（２）目的
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２．長寿命化修繕計画の対象トンネル

徳島県が管理するトンネルについて、トンネル点検を実施しています。

今回の修繕計画は、全管理トンネル（９９トンネル）を対象としています。

位置図は別表-1のとおり

H2４年度末までに1巡目のトンネル点検が完了しています。

修繕期間は平成25年～32年（8箇年）を予定しておりますが、計画策定後も新

たに点検を実施した結果を追加しながら、計画の見直しを行っていく予定です。

３．健全度の把握

トンネル点検は、徳島県が管理するトンネルの現状を把握することで、

① 道路交通の安全性や使用性に影響を与える重大な損傷を早期に発見し、道

路ネットワークの安全性と信頼性を確保すること。

② 今後増大すると予想される長寿命化修繕費用の可能な限りのコスト縮減、

およびコストの平準化を行うために、管理トンネルの健全度を把握するこ

となどを目的としています。

◆トンネル点検の種類

トンネル点検には３種類の点検があります。

安全な交通の確保と第三者被害の未然防止を目的として、損傷を早

期発見するため、日常的な道路パトロールの際に実施する遠望目視

点検を行います。

トンネルの劣化予測の実施に当たって、現在の損傷状況を把握する

と共に、トンネルの重大な損傷を早期に発見するために、定期的に

近接あるいは遠望目視による点検を実施します。

災害や大きな事故が発生した場合および予期せぬ異常が発見された

場合に点検を行います。

ここでは、徳島県における定期点検の点検実施状況について報告します。

（１）対象トンネル

（２）計画の変遷と今後の予定

（１）トンネル点検の目的と種別

通常点検

定期点検

異常時点検
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健全度の把握については、トンネルの建設年度や損傷度等を十分考慮して実施

するとともに、「道路トンネル定期点検要領(案) 国土交通省道路局国道課」に基

づいて定期的に実施し、トンネルの損傷を早期に把握するようにします。

点検状況

地上からの点検状況 高所作業車による点検状況

損傷の種類

ひび割れ はく離／はく落

漏 水 溶脱物

（２）定期点検の実施
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う き

これまでに点検を行った管理トンネルにおけるトンネル点検結果を損傷度合Ａ、

Ｂ、その他に分類した結果を報告します。（損傷度合はＡ、Ｂ、その他の順に損

傷が進行していることを表します。）

結果、損傷度の高いＡのトンネルが１１%となっています。

また、損傷が進行しつつあるＢのトンネルが６５%となっており、これらのトンネ

ルについては優先的に修繕を行っていく予定です。

（３）トンネル点検結果
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４．長寿命化修繕計画による効果

継続的に点検を実施することにより、今後、急速に高齢化の進むトンネルの損

傷状況を把握します。また、この結果を基に、適切な修繕計画を立案することに

より、道路ネットワークの安全性・信頼性の向上が可能と考えています。

高度経済成長期に大量建設されたトンネルの補修が、今後、集中的に必要と予想

されますが、予防保全的に修繕することにより、予算の平準化（平均化）が見込ま

れます。

維持管理の費用についてシミュレーションを行ったところ、従来の対症療法型

から予防保全型の管理へ移行することにより、約３割の縮減が見込まれます。

表-全体での修繕費用

※数値は、平成2５年度想定９９トンネル分の試算結果であり、今後の事業費を確約するものではありません。

（１）道路ネットワークの安全性・信頼性の向上

（２）必要予算の平準化(コスト縮減)



別表-1 トンネル位置図 (H25年12月現在)

1.大桜トンネル

10.新府能トンネル

11.養瀬トンネル

6.阿川トンネル

25.新童学寺トンネル

21.山川トンネル

16.池谷トンネル

17.徳島空港トンネル

14.小鳴門人道トンネル

13.小鳴門トンネル

15.鳴門山トンネル

18.中山トンネル(上り)

19.中山トンネル(下り)

30.大滝トンネル

35.楠根トンネル

31.加茂谷トンネル
29.橘トンネル
34.新橘トンネル

32.鍋浦トンネル

27.椿坂トンネル
26.東山トンネル

33.新東山トンネル

28.阿瀬比トンネル

81.由岐坂トンネル
83.田井ノ浜トンネル

79.木岐トンネル

73.赤松トンネル

72.大久保(歩道)トンネル

50.大久保トンネル

78.千羽トンネル

37.旧相生トンネル

75.相生トンネル

80.中野トンネル

82.小谷トンネル
77.猪ノ鼻トンネル

39.クボノトンネル

55.桜谷トンネル

65.長安第3トンネル

42.長安第1トンネル
43.長安第2トンネル

69.出合大戸トンネル
45.出合トンネル

40.下御所第1トンネル

41.下御所第2トンネル

44.下御所第3トンネル
46.玉谷トンネル

70.平谷2号トンネル
67.平谷トンネル

52.海川トンネル

63.府殿トンネル
49.上海川2号トンネル

48.上海川2号トンネル
51.四ツ足峠トンネル

47.榎木谷トンネル
76.折宇トンネル
56.新西宇トンネル

58.新九文名トンネル

53.小見野々トンネル
61.十二弟子トンネル

36.旧府殿トンネル

64.御所谷トンネル

59.白石トンネル

57.新柳瀬トンネル

60.日真トンネル

66.追立トンネル

38.旧小畠トンネル
68.小畠トンネル
74.木沢トンネル

62.符殿トンネル
3.八重地トンネル

71.大釜トンネル 54.雲早トンネル

8.日浦トンネル

7.新坂本トンネル

9.福川トンネル

12.正木トンネル

5.傍示トンネル

2.旧坂本トンネル

84.見ノ越トンネル

4.川井トンネル

23.奥野井トンネル

20.御所トンネル

22.鵜の田尾トンネル

24.岩野トンネル

86.野田ノ井トンネル

87.三頭トンネル

88.蜂須トンネル

85.土釜トンネル

98.井川トンネル
90.曼陀トンネル

89.上平トンネル

91.津屋トンネル

92.祖谷トンネル94.善徳2号トンネル

93.善徳1号トンネル

95.小島トンネル

97.龍宮トンネル

96.京上トンネル


